
一
、
曲
直
瀬
道
三

初
代
曲
直
瀬
道
三
（
一
五
○
七
～
一
五
九
四
）
が
す
ぐ
れ
た
茶
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
周
知
の
事
実
で
あ
る
・
彼
は
『
山
上
宗
二
記
』

な
ど
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
多
く
の
名
器
（
義
輝
よ
り
拝
領
の
富
士
茄
子
、
蓼
冷
汁
天
目
、
紹
鴎
花
入
、
安
井
茶
碗
等
々
）
を
所
持
し
、
ま
た
千
利
休

と
談
合
し
て
「
三
畳
座
敷
」
を
構
築
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
更
に
『
茶
湯
一
枚
起
請
』
を
著
わ
し
て
、
茶
論
に
も
深
い
見
識
を
示
し
た
と
言
わ

（
注
１
）

『
天
王
寺
屋
会
記
』
は
、
室
町
時
代
末
期
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
堺
の
豪
商
・
天
王
寺
屋
津
田
宗
達
・
宗
及
・
宗
凡
三
代

に
わ
た
る
茶
会
記
録
で
あ
り
、
全
十
六
巻
よ
り
成
る
。

こ
の
書
は
、
千
利
休
と
同
時
代
に
、
彼
や
そ
の
師
武
野
紹
鴎
と
親
交
の
あ
っ
た
津
田
家
の
人
々
の
手
に
な
る
記
録
と
い
う
点
で
、
単
に
茶
道

史
上
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
時
代
全
体
を
研
究
す
る
上
で
重
要
な
史
料
で
も
あ
る
。

こ
の
茶
会
記
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
登
場
す
る
。
津
田
家
が
居
住
の
地
と
し
て
い
た
堺
に
於
い
て
交
友
関
係
に
あ
っ
た
人
々
は
も
ち
ろ
ん
な

が
ら
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
”
松
長
久
秀
、
明
智
光
秀
な
ど
、
当
時
の
政
界
の
中
心
人
物
を
始
め
と
し
、
京
の
著
名
人
の
名
も
し
ば
し
ば
登

場
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
何
人
か
の
医
師
の
名
が
見
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
こ
の
茶
会
記
に
登
場
す
る
医
師
に
つ
い
て
、
若
干
の
知
見
を
加
え
つ
つ
考
察
し
て
み
た
い
。

『
天
王
寺
屋
会
記
』
に
登
場
す
る
医
師
に
つ
い
て

撫
纒
鑪
薦
一
言
一
壁
病
昭
和
五
十
九
年
十
月
三
十
一
日
受
付

安
井
広
迪
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れ
る
。
信
長
や
秀
吉
な
ど
当
時
の
要
人
に
対
し
て
も
、
医
師
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
茶
人
と
し
て
多
く
の
交
流
を
持
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

道
三
は
『
天
王
寺
屋
会
記
』
に
二
回
登
場
す
る
。
い
ず
れ
も
道
三
の
主
催
す
る
会
に
津
田
宗
及
が
参
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

最
初
は
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
二
月
二
十
日
朝
の
茶
会
で
、
客
は
宗
及
と
草
部
屋
道
設
の
二
人
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
道
三
は
自
慢
の
茶
碗

を
見
せ
て
い
る
。
よ
ほ
ど
良
い
茶
碗
で
あ
っ
た
と
見
え
て
、
宗
及
は
巻
六
の
道
具
拝
見
記
で
こ
の
茶
碗
に
詳
し
く
論
評
を
加
え
て
い
る
・
道
三

を
見
せ
て
い
る
。
よ
ほ
ど
良
い
茶
唾

六
十
五
才
の
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

玄
朔
の
『
天
王
寺
屋
会
記
』
の
初
見
は
、
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
十
一
月
晦
日
の
宗
及
自
会
記
で
、
こ
の
時
玄
朔
は
弱
冠
三
十
三
才
で
あ

っ
た
。
彼
は
こ
の
年
の
一
月
八
日
に
昇
殿
を
許
さ
れ
、
正
親
町
天
皇
に
謁
し
て
い
る
。
ま
た
初
代
道
三
の
孫
娘
を
要
っ
た
の
も
こ
の
年
で
あ

る
。
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
上
流
社
会
の
一
員
と
し
て
認
め
ら
れ
、
宗
及
の
招
き
に
あ
ず
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
は
、
天
正
十
一
年
三
月
十
五
日
に
玄
朔
自
ら
が
茶
会
を
開
き
、
こ
こ
に
宗
及
ほ
か
三
名
の
客
が
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
玄
朔
は
、
養
父

道
三
か
ら
借
り
て
き
た
桃
尻
の
花
入
を
披
露
し
て
い
る
。
玄
朔
は
三
十
五
才
で
、
こ
の
年
の
十
一
月
十
一
日
に
勅
旨
に
よ
り
「
道
三
」
の
号
を

襲
名
す
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
ま
だ
玄
朔
を
名
乗
っ
て
い
る
が
、
こ
の
前
年
の
正
月
に
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
部

分
で
は
、
「
京
の
道
三
の
玄
朔
会
」
と
の
み
記
し
、
そ
の
位
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
次
は
天
正
十
二
年
十
二
月
二
十
六
日
で
、
再
び
堺
の
宗
及
の
自
宅
の
茶
会
に
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
「
玄
作
道
三
法
眼
」
と
あ

二
度
目
は
こ
れ
よ
り
二
年
後
の
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
九
月
十
八
日
で
、
こ
の
日
は
道
三
は
紫
野
道
閑
の
座
敷
を
借
り
て
茶
会
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
会
に
は
千
利
休
、
山
上
宗
二
も
同
席
し
て
い
る
。

茶
会
記
に
は
他
に
二
ヶ
所
、
道
三
所
持
の
茶
碗
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
安
井
（
野
州
井
）
茶
碗
に
つ
い
て
で
あ

っ
て
、
こ
れ
は
室
町
時
代
の
京
の
人
、
野
州
井
道
亀
の
所
持
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
曲
直
瀬
玄
朔
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四
、
重
泊

天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
正
月
九
日
の
宗
及
自
会
記
に
「
京
の
道
三
の
弟
子
重
泊
」
と
い
う
人
物
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
人
物
が
何
者
で

あ
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
ひ
と
つ
の
可
能
性
を
提
示
し
て
お
こ
う
。

道
三
が
田
代
三
喜
の
も
と
で
の
修
業
を
終
え
、
京
都
に
帰
っ
て
還
俗
し
、
医
業
を
開
始
し
た
の
は
一
五
四
五
年
で
あ
る
。
子
を
設
け
た
の
は

そ
の
後
で
あ
ろ
う
。
一
応
そ
の
よ
う
に
考
え
て
計
算
し
て
み
る
と
、
守
真
は
玄
朔
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
年
齢
で
、
こ
の
時
三
十
～
三
十
五
才

ぐ
ら
い
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
天
正
十
一
年
ま
で
彼
は
存
命
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

る
よ
う
に
、
「
道

守
真
で
あ
ろ
う
。

三
、
曲
直
瀬
守
真

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
は
、
初
代
道
三
に
一
男
子
の
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
そ
の
名
を
守
真
と
い
っ
た
と
い
う
。
守
真
に
は
後
嗣

が
な
く
、
早
逝
し
た
為
玄
朔
が
養
子
に
入
っ
て
曲
直
瀬
家
を
嗣
い
だ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
宗
及
の
他
会
記
の
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
三
月
十
八
日
の
項
に
「
道
三
の
し
ゆ
し
ん
会
」
と
あ
る
。
玄
朔
の
例
で
も
わ
か

る
よ
う
に
、
「
道
三
の
」
と
こ
と
わ
っ
て
あ
る
の
は
、
道
三
の
身
内
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
す
れ
ば
「
し
ゆ
し
ん
」
は

り
、
彼
が
昇
進
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

最
後
は
天
正
十
八
年
（
一
五
九
○
）
十
月
十
一
日
の
宗
凡
の
他
会
記
で
、
こ
う
り
山
の
池
田
伊
与
の
茶
会
に
、
宗
凡
と
二
人
で
呼
ば
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
の
名
称
は
、
単
に
「
道
三
法
印
」
と
あ
る
の
で
、
初
代
道
三
か
玄
朔
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
こ
の
年
初
代
道
三
は
八
十
四
才

（
彼
は
こ
の
四
年
後
に
八
十
八
才
で
没
す
）
の
高
齢
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
玄
朔
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
日
の
主
人
、
池
田
伊
与

と
い
う
の
は
、
羽
柴
秀
長
の
家
臣
池
田
伊
予
守
の
こ
と
で
あ
る
。
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『
今
大
路
家
記
紗
』
に
は
道
三
の
一
人
娘
が
浦
野
玄
清
と
い
う
武
士
と
結
婚
し
て
二
男
四
女
を
設
け
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
長
男
の

名
を
守
柏
と
い
い
、
道
三
と
同
じ
翠
竹
院
を
号
し
た
と
さ
れ
て
い
る
・
守
柏
は
重
泊
と
音
が
似
て
お
り
、
宗
及
が
書
き
記
す
と
き
に
こ
の
文
字

を
使
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
想
像
の
域
を
出
な
い
。

五
、
施
薬
院
全
宗

天
正
十
一
年
三
月
十
八
日
の
宗
及
他
会
記
に
「
薬
師
の
徳
雲
軒
会
」
と
あ
る
。
こ
の
徳
雲
軒
は
、
曲
直
瀬
道
三
の
弟
子
丹
波
全
宗
の
こ
と
で

あ
る
。
全
宗
は
丹
波
康
頼
の
後
喬
で
あ
り
、
天
正
十
三
年
、
秀
吉
が
施
薬
院
を
復
活
さ
せ
た
時
に
そ
の
長
官
葹
薬
院
使
）
に
任
じ
ら
れ
た
。

こ
の
茶
会
記
録
は
、
彼
が
六
十
五
才
の
時
の
も
の
で
、
ま
だ
施
薬
院
使
と
し
て
活
躍
を
始
め
る
前
で
あ
っ
た
が
、
秀
吉
側
近
の
能
吏
、
道
三
門

下
の
俊
秀
と
い
う
こ
と
で
、
相
当
の
名
士
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

ユ
／
斗
手
勵
屑

霜
庵
と
い
う
名
称
は
、
半
井
明
親
（
？
～
一
五
四
七
）
が
永
正
年
中
に
渡
明
し
て
武
宗
の
病
気
を
治
し
銅
硯
と
轤
馬
を
も
ら
っ
た
こ
と
に
由
来

し
て
い
る
。
以
来
、
子
孫
は
代
々
鑪
庵
を
称
し
、
た
。
『
天
王
寺
屋
会
記
』
に
は
「
炉
庵
」
と
し
て
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
二
月
二
十
三
日
（
宗

達
他
会
記
）
に
一
度
だ
け
登
場
す
る
。
こ
の
炉
庵
（
騨
庵
）
は
、
そ
の
年
代
か
ら
み
て
明
親
の
嗣
瑞
策
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
の
主
人
は
津
田
宗
閑
。
宗
達
の
弟
で
、
や
は
り
堺
の
豪
商
の
一
人
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
鱸
庵
は
こ
の
時
何
ら
か
の
理
由
で
京
か

ら
堺
に
出
て
き
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
当
時
、
堺
は
南
蛮
貿
易
の
中
心
地
で
、
活
発
な
人
の
往
来
が
あ
り
、
艫
庵
も
物
見
遊
山
的
な
気
分

で
や
っ
て
き
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
そ
う
で
な
く
と
も
、
彼
が
少
な
く
と
も
一
回
は
来
堺
し
て
い
る
こ
と
が
他
の
資
料
か
ら
明

ら
か
に
な
る
。

当
時
の
堺
に
は
鑪
庵
（
瑞
策
）
の
義
兄
弟
に
あ
た
る
宗
洙
が
健
在
で
あ
り
、
そ
の
息
の
慶
友
（
古
仙
法
印
．
一
五
一
三
～
一
六
一
五
）
が
壮
年
を

言
、
、

半
井
鱸
庵
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七
、
半
井
宗
洙
（
附
宗
巴
・
慶
友
）

半
井
明
親
に
菊
芳
と
い
う
娘
が
あ
り
、
こ
の
人
は
連
歌
師
・
牡
丹
花
肖
伯
（
一
四
四
三
～
一
五
二
七
）
の
子
宗
洙
（
？
～
一
五
八
三
）
と
結
婚
し

た
。
も
と
も
と
堺
に
は
半
井
家
の
別
荘
が
あ
り
、
利
長
以
下
、
代
々
半
井
家
の
人
々
は
堺
に
縁
が
深
い
。
し
か
し
、
定
住
し
た
の
は
こ
の
宗
洙

が
最
初
で
、
為
に
彼
は
堺
半
井
家
の
中
祖
と
言
わ
れ
る
。

宗
洙
は
こ
の
茶
会
記
に
五
回
登
場
す
る
・

永
禄
五
年
六
月
二
十
二
日
宗
達
他
会
記
（
道
安
会
）

永
禄
八
年
九
月
十
七
日
宗
達
自
会
記

永
禄
九
年
十
一
月
十
三
日
宗
及
自
会
記

永
禄
十
一
年
十
一
月
十
九
日
宗
及
自
会
記

元
亀
三
年
一
月
二
十
五
日
宗
及
他
会
記
（
油
屋
常
砧
会
）

こ
れ
ら
の
記
録
に
よ
り
、
彼
は
市
小
路
と
い
う
、
堺
の
比
較
的
中
心
部
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
彼
は
五
回
の
う
ち
三
回
ま

で
「
宗
玻
」
と
い
う
人
物
と
同
道
し
て
い
る
・
彼
は
同
じ
く
「
く
す
し
」
で
あ
り
、
宗
洙
に
極
め
て
近
い
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

宗
洙
に
は
二
人
の
男
子
が
あ
っ
て
、
長
男
を
慶
友
（
古
仙
法
印
）
、
次
男
を
宗
巴
と
い
っ
た
。
「
宗
玻
」
を
こ
の
宗
巴
に
同
定
す
れ
ば
、
会
記

の
記
載
す
る
と
こ
ろ
は
極
め
て
自
然
に
見
え
る
。
こ
の
会
記
で
は
同
音
異
字
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
宗
洙
」
に
し
て
も
「
宗
珠
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
あ
ま
り
こ
だ
わ
っ
て
は
い
な
い
（
な
お
、
宗
洙
の
曽
孫
に
宗
珠
が
あ
り
、
ま
ぎ
ら
わ
し
い
）
。

迎
え
て
大
活
躍
の
時
期
で
あ
っ
た
。
彼
の
診
療
記
録
『
半
井
古
仙
法
印
療
治
日
記
』
は
丁
度
こ
の
頃
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

篠
原
長
房
の
毒
殺
未
遂
例
で
、
鱸
庵
が
堺
ま
で
来
て
診
察
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
長
房
が
臥
床
し
て
い
た
時
期
が
定
か
で
な
い
が
、

永
禄
八
年
、
こ
の
茶
会
記
の
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
中
の

あ
る
い
は
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と
こ
ろ
で
、
元
亀
三
年
閨
正
月
二
十
五
日
の
油
屋
常
肪
会
に
慶
砿
と
い
う
人
物
が
同
席
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
「
ケ
ケ
ウ
」
と
注
が
あ
り
、

（
汪
２
）

こ
れ
は
「
ケ
チ
ゥ
」
つ
ま
り
家
中
の
誤
り
と
す
れ
ば
、
こ
の
慶
肪
は
天
王
寺
屋
一
族
に
極
め
て
近
い
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
・
宗
及
に
は
二

男
一
女
が
あ
り
、
家
業
を
嗣
い
だ
の
は
宗
凡
で
、
も
う
一
人
の
男
子
宗
院
は
大
徳
寺
第
一
五
六
世
の
江
月
和
尚
で
あ
る
・
女
子
を
栄
薫
と
い

い
、
こ
の
人
は
宗
洙
の
孫
（
慶
友
古
仙
の
子
）
云
也
に
嫁
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
津
田
家
と
半
井
家
は
極
め
て
近
い
間
柄
に
あ
り
、
そ
の
関
係
は
す
で
に
宗
洙
の
代
に
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ

ば
、
こ
の
「
慶
肪
」
〉
三
」
宗
洙
の
嫡
男
、
慶
友
そ
の
人
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
慶
友
は
こ
の
時
五
十
一
才
。
堺

在
住
の
著
名
人
を
多
数
診
療
し
、
大
い
に
そ
の
名
を
あ
げ
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。

八
、
竹
田
定
加

天
正
八
年
（
一
五
八
○
）
十
二
月
十
八
日
の
宗
及
他
会
記
（
於
京
都
・
宮
内
法
会
）
に
竹
田
法
眼
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
竹
田
は
、
室
町
時
代

に
渡
明
し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
昌
慶
の
子
孫
で
、
次
の
天
正
十
年
八
月
の
宗
及
自
会
記
に
登
場
す
る
「
京
の
薬
師
竹
田
法
印
」
と
同
一
人
物

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
頃
、
京
に
は
竹
田
家
の
医
師
と
し
て
定
珪
や
宅
政
が
健
在
で
あ
っ
た
が
、
『
医
学
天
正
記
』
な
ど
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る

竹
田
定
加
が
、
そ
の
活
動
を
開
始
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
会
記
に
登
場
す
る
竹
田
氏
は
、
こ
の
定
加
と
思
わ
れ
る
・
彼
は
元
亀
二
年
に
法
眼
と

な
り
、
天
正
九
年
に
法
印
に
昇
進
し
て
い
る
。
従
っ
て
天
正
八
年
の
茶
会
で
は
法
眼
で
あ
り
、
同
十
年
で
は
法
印
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
そ
の

間
の
経
緯
を
傍
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
堺
に
も
竹
田
家
の
後
喬
が
あ
り
、
や
は
り
医
を
業
と
し
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
の
方
は
「
薬
師
院
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
次
に
述
べ
る
。

九
、
竹
田
薬
師
院
（
附
円
麩
）

ワ
０

ワ
ｊ

こ
の
茶
会
記
の
中
で
、
「
薬
師
院
」
の
名
は
、
天
文
二
十
四
年
（
一
五
五
五
）
か
ら
永
禄
十
三
年
（
一
五
七
○
）
ま
で
の
十
六
年
間
に
七
回
登
場

／ワワ、
、ィ‘ノ



も
あ
る
の
は
、
そ
の
為
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
薬
師
院
」

（
注
３
）

薬
師
院
は
堺
の
竹
田
氏
で
、
そ
の
名
称
は
昌
慶
の
後
喬
昭
慶
の
第
二
子
、
円
俊
（
高
定
）
に
始
ま
る
。
円
俊
は
文
亀
三
年
（
一
五
○
三
）
、
御
柏

原
天
皇
の
病
気
を
治
療
し
、
法
印
に
叙
せ
ら
れ
、
薬
師
院
の
院
号
を
賜
っ
た
。
彼
と
そ
の
子
孫
は
堺
に
住
し
、
代
々
竹
田
薬
師
院
を
名
乗
っ

た
。
円
俊
高
定
の
後
は
定
快
が
嗣
ぎ
、
そ
の
後
は
円
碓
定
信
、
円
碓
隆
品
と
続
く
。

『
天
王
寺
屋
会
記
』
に
登
場
す
る
可
能
性
の
あ
る
の
は
、
そ
の
活
躍
年
代
か
ら
み
て
、
天
文
二
十
四
年
（
彼
の
こ
の
茶
会
記
へ
の
初
見
の
年
）

（
注
４
）

に
法
印
に
な
っ
た
竹
田
薬
師
院
定
快
と
、
そ
の
子
円
確
定
信
で
あ
る
。
「
薬
師
院
」
と
「
円
碓
」
が
同
一
人
物
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
な
い

な
い
が
、
「
薬
師
院
」
が
一
五
七
○
年
を
最
後
と
し
て
そ
の
名
を
消
し
、
「
円
雅
」
が
一
五
六
九
年
を
最
初
と
し
て
活
躍
を
開
始
し
て
い
る
の
を

で
は
見
る
時
、
や
は
り
こ
の
二
人
は
別
人
（
親
子
）
と
み
る
方
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

な
お
円
碓
定
信
の
妻
は
、
利
休
の
茶
道
の
師
匠
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
北
向
道
陳
の
娘
で
あ
り
、
道
陳
に
は
男
子
が
な
か
っ
た
の
で
、
そ

の
没
後
に
彼
の
遺
産
は
全
て
女
婿
の
円
碓
定
信
が
相
続
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
茶
会
記
で
「
北
向
円
碓
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

以
上
、
『
天
王
寺
屋
会
記
』
に
登
場
す
る
医
師
達
に
つ
い
て
、
若
干
の
知
見
を
述
識
へ
た
。
登
場
人
物
は
い
ず
れ
も
当
時
一
流
の
医
人
達
で
あ

り
、
医
学
史
的
な
面
か
ら
見
た
伝
記
は
、
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
人
が
多
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
茶
会
記
の
記
録
を
見
て
わ
か
る
こ
と
は
、
彼
ら
が
医
家
と
し
て
一
流
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
文
化
人
と
し
て
も
第

六
回
参
加
の
記
録
が
あ
る
。

す
る
。
そ
の
う
ち
永
禄
八
年
四
月
の
三
回
の
宗
達
他
会
記
の
他
は
、
全
て
薬
師
院
の
茶
室
で
行
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
「
円
碓
」
の
名
は
、
永
禄
十
二
年
五
月
二
十
三
日
の
宗
及
自
会
記
に
「
薬
師
の
円
雅
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
初
見
で
あ
る
。
そ

の
後
約
十
年
間
は
御
無
沙
汰
で
、
次
は
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
二
月
の
宗
及
他
会
記
（
円
碓
会
）
で
再
び
登
場
し
、
天
正
十
一
年
五
月
ま
で
に

は
竹
田
薬
師
院
定
快
で
あ
り
、
「
円
雅
」
は
そ
の
子
円
錐
定
信
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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一
級
の
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
中
国
の
医
書
を
読
み
こ
な
し
、
そ
れ
ら
を
実
践
に
移
す
に
あ
た
っ
て
は
、
相
当
の
教
養
を
必
要
と
し
た

に
違
い
な
い
。
こ
の
茶
会
記
に
於
け
る
彼
等
の
活
躍
は
、
そ
の
好
例
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
交
遊
関
係
は
更
に
彼
等
の

活
躍
の
場
を
広
め
、
自
ら
の
医
業
に
反
映
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
）

注

注
１
『
天
王
寺
屋
会
記
』
の
構
成
は
左
図
の
如
く
で
あ
る
。
本
書
は
自
筆
本
が
現
存
し
、
そ
れ
に
基
つ
い
た
活
字
版
が
、
淡
交
社
刊
『
茶
道
古
典
全
集
』

第
七
・
八
巻
に
永
島
福
太
郎
氏
の
注
・
解
題
と
共
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
も
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
た
。

注注
32

永
島
福
太
郎
氏
の
注
に
よ
っ
た
。

竹
田
薬
師
院
家
の
始
祖
は
、
円
俊
高
定
で
あ
る
が
、
そ
の
前
後
の
家
系
が
あ
ま
り
明
ら
か
で
な
い
。
月
舟
寿
桂
の
『
幻
雲
文
集
』
は
、
彼
を
竹
田
昭

一
五
永
禄
八
ｌ
天
正
三

及
一

一
六
道
具
拝
見
記

一
九
天
正
三
ｌ
天
正
六

一
（
馬
越
家
旧
蔵
本
）

（
天
正
七
ｌ
天
正
二
）

一
示
一

一
十
二
天
正
二
ｌ
天
正
一
五

一
他
会
記

達
一
巻
二
天
文
一
七
ｌ
弘
治
二

宗
一
四
弘
治
三
Ｉ
永
禄
九

郭
一
十
四
天
正
一
八

自

’自
会
記

巻

一
天
文
一
七
ｌ
弘
治
二

三
弘
治
三
ｌ
永
禄
九

七
永
禄
九
ｌ
天
正
二

八
天
正
二
ｌ
天
正
三

十
天
正
四
ｌ
天
正
五

（
十
五
）
天
正
六
ｌ
天
正
一
○

十
一
天
正
一
○
Ｉ
天
正
一
五

十
三
天
正
二
ｌ
天
正
一
三
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《
白
の
ｐ
ご
ｇ
昼
、
１
戸
巴
翫
》
》
）
塁
弓
目
①
回
冒
昏
①
シ
圃
巨
ｏ
冨
冨
○
日
○
ご
四
国
国
勺
閏
さ
ｇ
・
の
国
房
四
名
の
ｏ
扇
具
号
の
討
凹
８
蔚
昌
○
ご
くｔ

“
の
ｂ
ｇ
・
ロ
の
①
Ｑ
ご
昌
昏
馬
①
ぬ
①
ロ
関
呉
５
画
の
呉
弓
の
匡
旦
画
駐
日
一
々
討
騨
ｏ
閏
の
日
○
国
国
日
用
討
尉
．
甸
四
日
○
屋
切
帛
侭
屋
氏
の
⑫
ｇ

昏
鼻
は
ョ
①
》
、
口
の
彦
蝕
の
○
・
四
ｚ
○
ず
宮
ご
“
ぬ
四
四
口
包
弓
○
言
○
ｓ
］
昌
国
己
①
昌
○
の
亘
》
閏
①
日
①
具
ざ
夢
①
口
冒
啓
一
め
ず
○
○
戸
弓
彦
①

雪
四
目
〕
①
の
○
ｍ
の
①
ご
⑦
Ｈ
四
一
命
四
目
］
○
口
⑱
ち
ず
園
の
］
ｇ
四
国
の
⑳
目
の
○
四
壱
℃
①
騨
民
〕
ロ
］
庁
）
四
国
Ｑ
詳
啓
の
計
ゴ
①
一
国
⑳
一
い
ず
《
印
昇
ご
ざ
目
○
彦
詳
胆
一
ぐ
①
⑳
庁
○

詳
彦
①
幽
○
庁
］
ぐ
昌
計
】
①
の
○
命
Ｑ
○
○
斤
○
吋
叩
盈
ご
岸
ゴ
ダ
ご
画
〕
○
ず
胃
四
目
］
○
○
口
○
①
罠
画
①
Ｑ
目
口
芹
画
一
⑳
己
四
℃
①
円
．

■
●
■

弓
昏
⑦
註
尽
凰
辱
旦
冨
四
目
四
の
①
己
○
の
四
国
巨
昌
ｍ
①
席
戸
口
①
言
の
⑦
目
１
口
○
四
丙
竜
宮
〕
四
口
Ｑ
面
四
口
旨
巨
印
己
８
の
①
の
の
ら
画
の
○
日
①

ぐ
①
吋
冒
ぐ
四
二
匡
四
ウ
ー
の
耳
①
胃
〕
の
匡
叩
①
Ｑ
甘
口
計
画
の
計
①
四
’
○
①
Ｈ
①
目
〕
○
国
目
．

国
○
昏
昏
の
ｚ
四
丙
閏
巴
四
国
・
自
画
穴
８
口
駐
日
崖
①
の
》
さ
ず
○
頁
○
・
口
。
＆
日
四
国
『
ぬ
扇
鼻
Ｑ
ｏ
ｇ
員
の
巨
巨
Ｈ
旨
い
昏
胃
①
国
．

墓
暑
①
【
①
“
○
毎
ぐ
の
一
望
』
ロ
ぐ
○
］
く
①
Ｑ
〕
ロ
計
画
①
昇
署
○
ユ
Ｑ
Ｏ
開
庁
可
の
庁
①
四
○
の
閑
①
ご
】
○
ど
く
．く

弓
彦
①
己
国
ｇ
－
ｏ
①
ｇ
扇
煙
合
図
①
目
○
ご
昌
言
ｍ
ｍ
ｏ
ｏ
ｐ
ｍ
昼
①
馬
堅
四
三
胸
壷
辱
の
昌
冒
愚
包
己
四
黒
ｌ
昌
国
①
画
ロ
ユ
急
閉
扇
の
胃
旨
房
旦

注
４

慶
の
第
二
子
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
が
最
も
信
頼
で
き
る
。
し
か
し
、
『
堺
市
史
』
に
記
さ
れ
た
「
竹
田
薬
師
院
由
緒
書
」
に
よ
れ
ば
、
昭
慶
と
円

俊
の
間
に
堯
慶
な
る
人
物
が
入
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
人
か
、
実
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
他
の
史
料
か
ら
も
判
断
で
き
な
い
。

な
お
、
円
俊
は
『
お
ゅ
ど
の
の
上
の
日
記
』
に
「
や
く
し
じ
」
と
し
て
盛
ん
に
登
場
す
る
ほ
か
、
他
の
同
時
代
の
史
料
に
も
散
見
さ
れ
る
。
前
記

『
由
緒
書
』
に
よ
れ
ば
、
彼
は
堺
に
居
住
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
い
つ
頃
の
こ
と
か
定
か
で
な
い
。

『
竹
田
家
譜
』
（
京
大
富
士
川
文
庫
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
円
雅
定
信
は
竹
田
定
白
（
定
加
の
長
男
）
の
子
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
時
代
的
に

へ
の
ま
つ

合
わ
な
い
の
で
、
『
家
譜
』
に
錯
簡
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
由
緒
書
』
に
は
、
彼
が
豊
臣
秀
吉
の
病
気
に
際
し
て
功
が
あ
り
、
堺
の
軸
松
町

に
屋
敷
を
拝
領
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

勺
｝
畠
の
門
田
ロ
の
Ｑ
①
の
。
烏
号
の
Ｑ
旨
夢
①
員
弓
①
旨
〕
ｇ
ご
画
ｌ
穴
凰
冨
》
》

ご
冒

国
胃
○
冒
旨
冨
禺
醇
四
旨
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tomembersoftheupperclass.Thephysiciansmentionedin"Tennojiya-kaiki"fellintothis

class,andthisbookrevealsthatitwasaroundmembersofthisgroupthatthemedical

practicesofthesefamousphysiciansevolved.
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